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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成23年4月7日(2011.4.7)

【公開番号】特開2008-254269(P2008-254269A)
【公開日】平成20年10月23日(2008.10.23)
【年通号数】公開・登録公報2008-042
【出願番号】特願2007-97473(P2007-97473)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｎ   1/06     (2006.01)
   Ｂ４１Ｎ   1/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｎ   1/06    　　　　
   Ｂ４１Ｎ   1/20    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ 201/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月16日(2010.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、グラビア版５の、前記粘着剤８の液面より上側で、かつグラビア版５の回転方向
の、前記液面より下流側の位置（図において右側）には、回転によって、塗料パン７中に
収容した粘着剤８中を通過することで、グラビア版５の表面に付着した余剰の粘着剤８を
掻き落として、前記グラビア版５の外周面３に形成した凹溝４内にのみ、選択的に、粘着
剤８を充填するためのブレード１２が、その略全幅に亘って当接されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　また、グラビア版５の、前記粘着剤８の液面より上側で、かつグラビア版５の回転方向
の、前記液面より下流側の位置（図において右側）には、回転によって、塗料パン７中に
収容した粘着剤８中を通過することで、グラビア版５の表面に付着した余剰の粘着剤８を
掻き落として、前記グラビア版５の外周面３に形成した凹溝４内にのみ、選択的に、粘着
剤８を充填するためのブレード１２が、その略全幅に亘って当接されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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